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第一部 【企業情報】

第１ 【企業の概況】

１ 【主要な経営指標等の推移】

連結経営指標等

　

回次
第40期
第３四半期
連結累計期間

第41期
第３四半期
連結累計期間

第40期
第３四半期
連結会計期間

第41期
第３四半期
連結会計期間

第40期

会計期間

自  平成21年
    12月１日
至  平成22年
    ８月31日

自  平成22年
    12月１日
至  平成23年
    ８月31日

自  平成22年
    ６月１日
至  平成22年
    ８月31日

自  平成23年
    ６月１日
至  平成23年
    ８月31日

自  平成21年
    12月１日
至  平成22年
    11月30日

売上高 (千円) 6,093,0785,979,7541,881,3101,902,8118,554,279

経常利益 (千円) 410,478 186,408 144,271 40,469 799,829

四半期(当期)純利益又は
四半期純損失(△)

(千円) 127,522 4,311 18,364 △5,170 359,743

純資産額 (千円) ― ― 11,859,24711,599,62812,150,426

総資産額 (千円) ― ― 13,741,82113,382,93014,081,353

１株当たり純資産額 (円) ― ― 686.38 670.96 703.20

１株当たり
四半期(当期)純利益又は
四半期純損失(△)

(円) 7.35 0.25 1.07 △0.30 20.77

潜在株式調整後
１株当たり
四半期(当期)純利益

(円) 7.35 0.25 ― ― 20.76

自己資本比率 (％) ― ― 86.1 86.4 86.1

営業活動による
キャッシュ・フロー

(千円) 493,055△330,240 ― ― 708,914

投資活動による
キャッシュ・フロー

(千円) 425,1461,490,135 ― ― 263,233

財務活動による
キャッシュ・フロー

(千円) △692,977△460,591 ― ― △843,005

現金及び現金同等物の
四半期末(期末)残高

(千円) ― ― 3,081,9213,681,1452,983,581

従業員数 (名) ― ― 1,078 1,067 1,069

(注) １　当社は、四半期連結財務諸表を作成しているので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載してお

りません。

２　売上高には、消費税等は含まれておりません。

３　第40期第３四半期連結会計期間において、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益は、希薄化効果を有してい

る潜在株式が存在しないため、記載しておりません。

４　第41期第３四半期連結会計期間において、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益は、潜在株式が存在するも

のの１株当たり四半期純損失であるため、記載しておりません。
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２ 【事業の内容】

当第３四半期連結会計期間において、当社及び当社の関係会社が営む事業の内容について、重要な変更は

ありません。また、主要な関係会社における異動もありません。

　

３ 【関係会社の状況】

当第３四半期連結会計期間において、重要な関係会社の異動はありません。

　

４ 【従業員の状況】

(1) 連結会社の状況

　 平成23年８月31日現在

従業員数(名) 1,067

(注) 従業員は就業人員であります。

　

　

(2) 提出会社の状況

　 平成23年８月31日現在

従業員数(名) 1,040

(注) 従業員は就業人員であります。
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第２ 【事業の状況】

１ 【生産、受注及び販売の状況】

(1) 生産実績

当第３四半期連結会計期間における生産実績は次のとおりであります。
　

セグメントの名称 市場別区分の名称 生産高(千円) 前年同四半期比(％)

ソフトウエア開発事業

素材・建設業 58,033 166.3

製造業 488,060 41.6

金融・保険業 1,102,449 15.6

電力・運輸業 88,145 △5.5

情報・通信業 459,931 12.0

流通・サービス業 89,567 70.3

官公庁・その他 ─ ─

小計 2,286,185 21.8

合計 2,286,185 21.8

(注) １　金額は、販売価格をもって表示しております。
２　上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

　

(2) 受注状況

当第３四半期連結会計期間における受注状況は次のとおりであります。
　

セグメントの名称 市場別区分の名称 受注高(千円)
前年同四半期比

(％)
受注残高(千円)

前年同四半期比
(％)

ソフトウエア開発事業

素材・建設業 174,751 179.2 218,061 394.5

製造業 304,780 3.4 471,470 56.9

金融・保険業 1,148,497 36.3 1,182,379 11.7

電力・運輸業 167,830 457.1 161,466 54.6

情報・通信業 272,654 △45.3 628,830 37.6

流通・サービス業 53,587 19.2 87,226 0.9

官公庁・その他 ─ ─ ─ ─

小計 2,122,101 19.7 2,749,434 34.0

合計 2,122,101 19.7 2,749,434 34.0

(注) １　金額は、販売価格をもって表示しております。

２　上記の金額には、消費税等は含まれておりません。
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(3) 販売実績

当第３四半期連結会計期間における販売実績は次のとおりであります。
　

セグメントの名称 市場別区分の名称 販売高(千円) 前年同四半期比(％)

ソフトウエア開発事業

素材・建設業 95,248 82.4

製造業 280,373 1.8

金融・保険業 1,008,933 △6.0

電力・運輸業 69,982 △32.5

情報・通信業 334,706 11.3

流通・サービス業 71,118 114.5

官公庁・その他 ─ ─

小計 1,860,363 1.2

システム販売事業 42,448 △2.1

合計 1,902,811 1.1

(注) １　上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

２　当第３四半期連結会計期間において、総販売実績に対する割合の10％以上を占める相手先はありません。

なお、前第３四半期連結会計期間の主な相手先別の販売実績および当該販売実績の総販売実績に対する割合

は、次のとおりであります。

相手先

前第３四半期連結会計期間

販売高(千円) 割合(％)

東京海上日動火災保険株式会社 217,112 11.5

　
２ 【事業等のリスク】

当第３四半期連結会計期間における、本四半期報告書に記載した事業の状況および経理の状況等に関す

る事項のうち、投資者の判断に重要な影響を及ぼす可能性のある事項の発生、または前事業年度の有価証券

報告書に記載した「事業等のリスク」についての重要な変更はありません。

なお、重要事象等は存在しておりません。

　

３ 【経営上の重要な契約等】

該当事項はありません。
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４ 【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、当四半期報告書提出日現在において当社グループ(当社および連結子会社)

が判断したものであります。

　

(1) 業績の状況

当第３四半期連結会計期間の世界経済は、緩やかな景気回復が続いていたものの、米国の景気減速感の

台頭および欧州の財政問題長期化などにより、先行き不透明感が増す状況で推移いたしました。

日本経済は、東日本大震災の混乱から回復傾向にあるものの、世界経済の景気減速および円のさらなる

高止まりなどにより、特に輸出企業の業績が伸び悩み、厳しい状況で推移いたしました。

このような環境下、企業集団は、引き続き市場動向に即応した案件および景気後退局面で先送りされて

いる案件の掘り起こしなどに注力いたしましたが、顧客の積極的な情報化投資の再開までは依然として

至っておらず、当第３四半期連結会計期間の連結売上高は前年同四半期会計期間比微増にとどまりまし

た。

利益面においては、要員配置の適正化などによる余剰人員の教育訓練の減少により販売費及び一般管

理費が減少し、当第３四半期連結会計期間の連結営業利益は、前年同四半期会計期間を上回りましたが、

投資有価証券償還益および雇用調整助成金などの営業外収益が前年同四半期会計期間より減少し、当第

３四半期連結会計期間の連結四半期純利益は前年同四半期会計期間を下回りました。

以上の結果、当第３四半期連結会計期間の連結売上高および連結利益は、次のとおりとなりました。

　

　 金額(百万円) 売上高比率(％)
前年同四半期比

増減額(百万円) 増減率(％)

連結売上高 1,902 100.0 21 1.1

連結営業利益 18 1.0 115 ―

連結経常利益 40 2.1 △103 △71.9

連結四半期純損失(△) △5 △0.3 △23 ―

　

なお、当第３四半期連結累計期間の連結売上高および連結利益は、次のとおりとなりました。

　

　 金額(百万円) 売上高比率(％)
前年同四半期比

増減額(百万円) 増減率(％)

連結売上高 5,979 100.0 △113 △1.9

連結営業利益 32 0.5 △13 △28.9

連結経常利益 186 3.1 △224 △54.6

連結四半期純利益 4 0.1 △123 △96.6
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当第３四半期連結会計期間のセグメント別の業績は、次のとおりとなりました。

　

報告セグメント 金額(百万円) 売上高比率(％)
前年同四半期比

増減額
(百万円)

増減率
(％)

ソフトウエア
開発事業

売上高 1,860 100.0 22 1.2

セグメント利益
(営業利益)

68 3.7 121 ―

システム
販売事業

売上高 42 100.0 △0 △2.1

セグメント損失(△)
(営業損失)

△50 △119.4 △5 ―

　

（ソフトウエア開発事業）

前第３四半期連結会計期間と比較して、素材・建設業向けの売上が増加し、売上高は増収となりまし

た。また、余剰人員の教育訓練の減少により販売費及び一般管理費が減少し、営業利益は黒字転換いたし

ました。

　

（システム販売事業）

欧米の景気減速を受け、売上高、営業損失ともやや悪化いたしました。

　

なお、当第３四半期連結累計期間のセグメント別の業績は、次のとおりとなりました。

　

報告セグメント 金額(百万円) 売上高比率(％)
前年同四半期比

増減額
(百万円)

増減率
(％)

ソフトウエア
開発事業

売上高 5,828 100.0 △110 △1.9

セグメント利益
(営業利益)

164 2.8 △7 △4.5

システム
販売事業

売上高 151 100.0 △2 △1.8

セグメント損失(△)
(営業損失)

△131 △86.9 △5 ―

　
(2) 財政状態の分析

資産は133億82百万円と前連結会計年度末より６億98百万円減少いたしました。これは主として当第３

四半期期末月の売上高が前期期末月の売上高を下回ったことによる売掛金の減少、および投資有価証券

の償還を配当金および営業費用などに充てたための投資有価証券の減少によるものであります。

負債は17億83百万円と前連結会計年度末より１億47百万円減少いたしました。これは主として前期下

期の賞与支給に伴う未払金の減少によるものであります。

純資産は115億99百万円と前連結会計年度末より５億50百万円減少いたしました。これは、主として配

当金の支払による利益剰余金の減少によるものであります。なお、自己資本比率は86.4％と前連結会計年

度末より0.3ポイント増加いたしました。
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(3) キャッシュ・フローの状況

当第３四半期連結会計期間の現金及び現金同等物（以下「資金」という。）は、５億25百万円の減少と

なり、前四半期連結会計期間末（平成23年５月31日）の資金残高42億６百万円を受け、当第３四半期連結

会計期間末の資金残高は36億81百万円となりました。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

営業活動の結果、資金は７億９百万円の減少となりました。この減少は、主として上期賞与支払に伴う

未払賞与の減少額およびたな卸資産の増加額などの資金減少要因によるものであります。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

投資活動の結果、資金は１億９百万円の増加となりました。この増加は、主として有価証券の満期償還

が新たな有価証券の取得および保険積立金の支出を上回ったことによるものであります。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

財務活動の結果、資金は83百万円の増加となりました。この増加は、主として短期借入れによる資金調

達によるものであります。

　

なお、当第３四半期連結累計期間の営業活動によるキャッシュ・フローは３億30百万円の減少、投資活

動によるキャッシュ・フローは14億90百万円の増加、財務活動によるキャッシュ・フローは４億60百万

円の減少となりました。

　

連結キャッシュ・フローの状況　　　　　　　　　　（単位：百万円）

　
当連結会計年度

第１四半期 第２四半期 第３四半期 累計

Ⅰ　営業活動による
　　キャッシュ・フロー

△208 587 △709 △330

Ⅱ　投資活動による
　　キャッシュ・フロー

476 903 109 1,490

Ⅲ　財務活動による
　　キャッシュ・フロー

△334 △209 83 △460

　　現金及び現金同等物の
　　四半期末残高

2,897 4,206 3,681 ─

　
　

　
(ご参考)前連結会計年度

第１四半期 第２四半期 第３四半期 累計

Ⅰ　営業活動による
　　キャッシュ・フロー

125 488 △120 493

Ⅱ　投資活動による
　　キャッシュ・フロー

△55 293 186 425

Ⅲ　財務活動による
　　キャッシュ・フロー

△551 △219 77 △692

　　現金及び現金同等物の
　　四半期末残高

2,387 2,954 3,081 ─
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(4)　事業上及び財務上の対処すべき課題

当第３四半期連結会計期間において、当社グループ(当社および連結子会社)の事業上および財務上の

対処すべき課題に重要な変更および新たに生じた課題はありません。

　

(5)　研究開発活動

当第３四半期連結会計期間の研究開発費の総額は10,702千円であります。
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第３ 【設備の状況】

(1) 主要な設備の状況

当第３四半期連結会計期間において、主要な設備に重要な異動はありません。

　

　

(2) 設備の新設、除却等の計画

該当事項はありません。
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第４ 【提出会社の状況】

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

　

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 60,000,000

計 60,000,000

　

② 【発行済株式】

　

種類
第３四半期会計期間
末現在発行数(株)
(平成23年８月31日)

提出日現在
発行数(株)

(平成23年10月14日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 18,287,00018,287,000
東京証券取引所
(市場第一部)

完全議決権株式であり権利内
容に何ら限定のない当社にお
ける標準となる株式です。
単元株式数は、100株です。

計 18,287,00018,287,000― ―

(注)　提出日現在の発行数には、平成23年10月１日からこの四半期報告書提出日までの新株予約権の行使により発行さ

れた株式数は、含まれておりません。
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(2) 【新株予約権等の状況】

平成13年改正旧商法第280条ノ20及び第280条ノ21の規定に基づく新株予約権(ストックオプション)の

内容は次のとおりであります。

　

株主総会の特別決議(平成17年２月24日)

　

　
第３四半期会計期間末現在
(平成23年８月31日)

新株予約権の数(個) 3,015

新株予約権のうち自己新株予約権の数 ─

新株予約権の目的となる株式の種類 普通株式

新株予約権の目的となる株式の数(株) 603,000

新株予約権の行使時の払込金額(円) 975

新株予約権の行使期間
平成19年３月１日～
平成24年２月20日

新株予約権の行使により株式を発行する場合の株式の
発行価格及び資本組入額(円)

発行価格　　　  975
資本組入額 　 　488

新株予約権の行使の条件 (注)

新株予約権の譲渡に関する事項 ─

代用払込みに関する事項 ─

組織再編成行為に伴う新株予約権の交付に関する事項 ─

(注)　新株予約権行使の条件は次のとおりであります。

(1)　権利を付与された者(以下「権利者」という)は、新株予約権行使時においても当社の取締役または従業員である

ことを要する。ただし、権利者が当社監査役に選任され、または子会社の取締役、監査役および従業員に選任・採

用された場合、当該権利者は、自己に付与された新株予約権を行使することができるものとする。

(2)　権利者は、付与された権利を第三者に譲渡、相続、質入その他の処分をすることができない。

(3)　この他、権利行使の条件は、当定時株主総会決議および取締役会決議に基づき、当社と対象者との間で締結する新

株予約権付与契約に定めるものとする。
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株主総会の特別決議(平成18年２月23日)

　

　
第３四半期会計期間末現在
(平成23年８月31日)

新株予約権の数(個) 3,480

新株予約権のうち自己新株予約権の数 ─

新株予約権の目的となる株式の種類 普通株式

新株予約権の目的となる株式の数(株) 696,000

新株予約権の行使時の払込金額(円) 1,320

新株予約権の行使期間
平成20年３月１日～
平成25年２月20日

新株予約権の行使により株式を発行する場合の株式の
発行価格及び資本組入額(円)

発行価格　　　1,320
資本組入額 　 　660

新株予約権の行使の条件 (注)

新株予約権の譲渡に関する事項 ─

代用払込みに関する事項 ─

組織再編成行為に伴う新株予約権の交付に関する事項 ─

(注)　新株予約権行使の条件は次のとおりであります。

(1)　権利を付与された者(以下「権利者」という)は、新株予約権行使時においても当社の取締役または従業員である

ことを要する。ただし、権利者が当社監査役に選任され、または子会社の取締役、監査役および従業員に選任・採

用された場合、当該権利者は、自己に付与された新株予約権を行使することができるものとする。

(2)　権利者は、付与された権利を第三者に譲渡、相続、質入その他の処分をすることができない。

(3)　この他、権利行使の条件は、当定時株主総会決議および取締役会決議に基づき、当社と対象者との間で締結する新

株予約権付与契約に定めるものとする。
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会社法第236条、第238条及び第239条の規定に基づく新株予約権(ストックオプション)の内容は次のと

おりであります。

　

株主総会の特別決議(平成20年２月21日)

　

　
第３四半期会計期間末現在
(平成23年８月31日)

新株予約権の数(個) 1,840

新株予約権のうち自己新株予約権の数 ─

新株予約権の目的となる株式の種類 普通株式

新株予約権の目的となる株式の数(株) 184,000

新株予約権の行使時の払込金額(円) 757

新株予約権の行使期間
平成22年３月１日～
平成27年２月20日

新株予約権の行使により株式を発行する場合の株式の
発行価格及び資本組入額(円)

発行価格　　　 757
資本組入額   　379

新株予約権の行使の条件 (注)

新株予約権の譲渡に関する事項 ─

代用払込みに関する事項 ─

組織再編成行為に伴う新株予約権の交付に関する事項 ─

(注)　新株予約権行使の条件は次のとおりであります。

(1)　権利を付与された者(以下「権利者」という)は、新株予約権行使時においても当社の取締役または従業員である

ことを要する。ただし、権利者が当社監査役に選任され、または子会社の取締役、監査役および従業員に選任・採

用された場合、当該権利者は、自己に付与された新株予約権を行使することができるものとする。

(2)　権利者は、付与された権利を第三者に譲渡、相続、質入その他の処分をすることができない。

(3)　この他、権利行使の条件は、当定時株主総会決議および取締役会決議に基づき、当社と対象者との間で締結する新

株予約権付与契約に定めるものとする。
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株主総会の特別決議(平成21年２月26日)

　

　
第３四半期会計期間末現在
(平成23年８月31日)

新株予約権の数(個) 770

新株予約権のうち自己新株予約権の数 ─

新株予約権の目的となる株式の種類 普通株式

新株予約権の目的となる株式の数(株) 77,000

新株予約権の行使時の払込金額(円) 502

新株予約権の行使期間
平成23年３月１日～
平成28年２月20日

新株予約権の行使により株式を発行する場合の株式の
発行価格及び資本組入額(円)

発行価格　　　 502
資本組入額   　251

新株予約権の行使の条件 (注)

新株予約権の譲渡に関する事項 ─

代用払込みに関する事項 ─

組織再編成行為に伴う新株予約権の交付に関する事項 ─

(注)　新株予約権行使の条件は次のとおりであります。

(1)　権利を付与された者(以下「権利者」という)は、新株予約権行使時においても当社の取締役または従業員である

ことを要する。ただし、権利者が当社監査役に選任され、または子会社の取締役、監査役および従業員に選任・採

用された場合、当該権利者は、自己に付与された新株予約権を行使することができるものとする。

(2)　権利者は、付与された権利を第三者に譲渡、相続、質入その他の処分をすることができない。

(3)　この他、権利行使の条件は、当定時株主総会決議および取締役会決議に基づき、当社と対象者との間で締結する新

株予約権付与契約に定めるものとする。
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株主総会の特別決議(平成22年２月25日)

　

　
第３四半期会計期間末現在
(平成23年８月31日)

新株予約権の数(個) 780

新株予約権のうち自己新株予約権の数 ─

新株予約権の目的となる株式の種類 普通株式

新株予約権の目的となる株式の数(株) 78,000

新株予約権の行使時の払込金額(円) 546

新株予約権の行使期間
平成24年３月１日～
平成29年２月20日

新株予約権の行使により株式を発行する場合の株式の
発行価格及び資本組入額(円)

発行価格　　　 546
資本組入額   　273

新株予約権の行使の条件 (注)

新株予約権の譲渡に関する事項 ─

代用払込みに関する事項 ─

組織再編成行為に伴う新株予約権の交付に関する事項 ─

(注)　新株予約権行使の条件は次のとおりであります。

(1)　権利を付与された者(以下「権利者」という)は、新株予約権行使時においても当社の取締役または従業員である

ことを要する。ただし、権利者が当社監査役に選任され、または子会社の取締役、監査役および従業員に選任・採

用された場合、当該権利者は、自己に付与された新株予約権を行使することができるものとする。

(2)　権利者は、付与された権利を第三者に譲渡、相続、質入その他の処分をすることができない。

(3)　この他、権利行使の条件は、当定時株主総会決議および取締役会決議に基づき、当社と対象者との間で締結する新

株予約権付与契約に定めるものとする。
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株主総会の特別決議(平成23年２月24日)

　
　

第３四半期会計期間末現在
(平成23年８月31日)

新株予約権の数(個) 1,065

新株予約権のうち自己新株予約権の数 ─

新株予約権の目的となる株式の種類 普通株式

新株予約権の目的となる株式の数(株) 106,500

新株予約権の行使時の払込金額(円) 471

新株予約権の行使期間
平成25年３月１日～
平成30年２月20日

新株予約権の行使により株式を発行する場合の株式の
発行価格及び資本組入額(円)

発行価格　　　 471
資本組入額   　236

新株予約権の行使の条件 (注)

新株予約権の譲渡に関する事項 ─

代用払込みに関する事項 ─

組織再編成行為に伴う新株予約権の交付に関する事項 ─

(注)　新株予約権行使の条件は次のとおりであります。

(1)　権利を付与された者(以下「権利者」という)は、新株予約権行使時においても当社の取締役または従業員である

ことを要する。ただし、権利者が当社監査役に選任され、または子会社の取締役、監査役および従業員に選任・採

用された場合、当該権利者は、自己に付与された新株予約権を行使することができるものとする。

(2)　権利者は、付与された権利を第三者に譲渡、相続、質入その他の処分をすることができない。

(3)　この他、権利行使の条件は、当定時株主総会決議および取締役会決議に基づき、当社と対象者との間で締結する新

株予約権付与契約に定めるものとする。

　

　
(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

　
(4) 【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

　

(5) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

　

年月日
発行済株式
総数増減数
(株)

発行済株式
総数残高
(株)

資本金増減額
(千円)

資本金残高
(千円)

資本準備金
増減額
(千円)

資本準備金
残高
(千円)

平成23年６月１日～
平成23年８月31日

─ 18,287,000 ─ 2,238,688 ─ 2,118,332

　

(6) 【大株主の状況】

当第３四半期会計期間において、大株主の異動は把握しておりません。
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(7) 【議決権の状況】

当第３四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できない

ため、記載することができないことから、直前の基準日(平成23年５月31日)に基づく株主名簿による記載

をしております。

① 【発行済株式】

平成23年５月31日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等) (自己保有株式)
普通株式  1,053,400

― ―

完全議決権株式(その他) 普通株式 17,225,600172,256 ―

単元未満株式(注) 普通株式      8,000― １単元(100株)未満の株式

発行済株式総数   18,287,000― ―

総株主の議決権 ― 172,256 ―

(注) 「単元未満株式」欄の株式数には、当社所有の自己株式16株が含まれております。

　

　

② 【自己株式等】

　 　 平成23年５月31日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数
(株)

他人名義
所有株式数
(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

(自己保有株式)
株式会社ジャステック

東京都港区高輪三丁目５番23号 1,053,400 ─ 1,053,4005.76

計 ― 1,053,400 ─ 1,053,4005.76

　

　

２ 【株価の推移】

【当該四半期累計期間における月別最高・最低株価】

　

月別
平成22年
　12月

平成23年
　１月 　２月 　３月 　４月 　５月 　６月 　７月 　８月

最高(円) 485 509 504 506 483 474 480 496 494

最低(円) 470 476 491 370 452 456 460 471 465

(注)  最高・最低株価は、東京証券取引所市場第一部におけるものであります。

　

　
３ 【役員の状況】

前事業年度の有価証券報告書提出日後、当四半期報告書提出日までの役員の異動はありません。
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第５ 【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19

年内閣府令第64号。以下「四半期連結財務諸表規則」という。)に基づいて作成しております。

前第３四半期連結会計期間(平成22年６月１日から平成22年８月31日まで)及び前第３四半期連結累計期

間(平成21年12月１日から平成22年８月31日まで)は、改正前の四半期連結財務諸表規則に基づき、当第３四

半期連結会計期間(平成23年６月１日から平成23年８月31日まで)及び当第３四半期連結累計期間(平成22

年12月１日から平成23年８月31日まで)は、改正後の四半期連結財務諸表規則に基づいて作成しておりま

す。

　

２．監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、前第３四半期連結会計期間(平成22年６月１

日から平成22年８月31日まで)及び前第３四半期連結累計期間(平成21年12月１日から平成22年８月31日ま

で)に係る四半期連結財務諸表並びに当第３四半期連結会計期間(平成23年６月１日から平成23年８月31日

まで)及び当第３四半期連結累計期間(平成22年12月１日から平成23年８月31日まで)に係る四半期連結財

務諸表について、有限責任監査法人トーマツによる四半期レビューを受けております。

　

EDINET提出書類

株式会社ジャステック(E04834)

四半期報告書

19/37



１【四半期連結財務諸表】
(1)【四半期連結貸借対照表】

(単位：千円)

当第３四半期連結会計期間末
(平成23年８月31日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成22年11月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 942,135 1,284,369

売掛金 711,654 1,039,511

有価証券 4,532,055 3,826,845

仕掛品 ※3
 1,002,013

※3
 431,441

その他 387,574 374,600

貸倒引当金 △3,043 △4,739

流動資産合計 7,572,389 6,952,027

固定資産

有形固定資産

リース資産（純額） ※1
 105,917

※1
 122,667

その他（純額） ※1
 64,890

※1
 48,699

有形固定資産合計 170,808 171,366

無形固定資産 255,416 179,910

投資その他の資産

投資有価証券 ※2
 3,422,845

※2
 4,601,203

長期預金 － 335,280

繰延税金資産 726,136 762,269

敷金 230,252 220,458

保険積立金 944,695 799,930

その他 61,271 59,791

貸倒引当金 △885 △885

投資その他の資産合計 5,384,316 6,778,049

固定資産合計 5,810,541 7,129,326

資産合計 13,382,930 14,081,353

負債の部

流動負債

買掛金 87,760 75,332

短期借入金 99,000 －

リース債務 45,990 52,130

未払金 230,403 774,211

未払法人税等 64,528 136,247

プログラム保証引当金 6,559 6,660

賞与引当金 320,792 －

受注損失引当金 ※3
 3,589

※3
 3,104

その他 94,167 54,696

流動負債合計 952,791 1,102,382
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(単位：千円)

当第３四半期連結会計期間末
(平成23年８月31日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成22年11月30日)

固定負債

リース債務 60,884 71,714

退職給付引当金 171,755 173,193

役員退職慰労引当金 558,693 582,387

資産除去債務 37,694 －

その他 1,481 1,249

固定負債合計 830,510 828,545

負債合計 1,783,301 1,930,927

純資産の部

株主資本

資本金 2,238,688 2,238,688

資本剰余金 2,118,332 2,118,332

利益剰余金 8,097,201 8,609,900

自己株式 △652,026 △651,953

株主資本合計 11,802,196 12,314,967

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 △206,211 △180,153

為替換算調整勘定 △33,004 △16,123

評価・換算差額等合計 △239,216 △196,276

新株予約権 36,648 31,735

純資産合計 11,599,628 12,150,426

負債純資産合計 13,382,930 14,081,353
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(2)【四半期連結損益計算書】
【第３四半期連結累計期間】

(単位：千円)

前第３四半期連結累計期間
(自 平成21年12月１日
　至 平成22年８月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成22年12月１日
　至 平成23年８月31日)

売上高 6,093,078 5,979,754

売上原価 4,570,246 4,703,601

売上総利益 1,522,832 1,276,152

販売費及び一般管理費 ※1
 1,477,403

※1
 1,243,830

営業利益 45,428 32,321

営業外収益

受取利息 2,756 3,392

受取配当金 12,058 14,547

有価証券利息 80,484 66,291

投資有価証券売却益 － 49,481

保険配当金 15,453 15,532

投資有価証券償還益 158,920 8,147

雇用調整助成金 164,416 27,345

その他 15,597 2,223

営業外収益合計 449,687 186,960

営業外費用

支払利息 1,676 1,278

為替差損 38,309 2,205

投資有価証券投資損失 26,472 20,476

投資組合費 － 7,640

その他 18,179 1,273

営業外費用合計 84,637 32,874

経常利益 410,478 186,408

特別利益

貸倒引当金戻入額 1,822 985

その他 － 73

特別利益合計 1,822 1,058

特別損失

固定資産除売却損 － 43

投資有価証券評価損 － 49,440

投資有価証券清算損 8,333 －

過年度損益修正損 ※2
 32,600 －

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 － 15,517

特別損失合計 40,933 65,000

税金等調整前四半期純利益 371,367 122,465

法人税、住民税及び事業税 249,000 190,800

法人税等調整額 △5,154 △72,646

法人税等合計 243,845 118,153

少数株主損益調整前四半期純利益 － 4,311

四半期純利益 127,522 4,311
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【第３四半期連結会計期間】
(単位：千円)

前第３四半期連結会計期間
(自 平成22年６月１日
　至 平成22年８月31日)

当第３四半期連結会計期間
(自 平成23年６月１日
　至 平成23年８月31日)

売上高 1,881,310 1,902,811

売上原価 1,404,672 1,474,451

売上総利益 476,638 428,360

販売費及び一般管理費 ※1
 573,907

※1
 410,159

営業利益又は営業損失（△） △97,269 18,200

営業外収益

受取利息 1,298 1,006

受取配当金 10,422 12,907

有価証券利息 23,134 15,176

投資有価証券償還益 158,920 －

雇用調整助成金 110,513 3,630

その他 1,268 501

営業外収益合計 305,557 33,222

営業外費用

支払利息 581 435

為替差損 38,430 6,028

投資有価証券投資損失 13,159 1,294

投資組合費 － 3,194

その他 11,845 0

営業外費用合計 64,016 10,953

経常利益 144,271 40,469

特別利益

貸倒引当金戻入額 559 －

特別利益合計 559 －

特別損失

投資有価証券評価損 － 4,650

過年度損益修正損 ※2
 32,600 －

特別損失合計 32,600 4,650

税金等調整前四半期純利益 112,230 35,819

法人税、住民税及び事業税 140,500 160,800

法人税等調整額 △46,633 △119,809

法人税等合計 93,866 40,990

少数株主損益調整前四半期純損失（△） － △5,170

四半期純利益又は四半期純損失（△） 18,364 △5,170
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(3)【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】
(単位：千円)

前第３四半期連結累計期間
(自 平成21年12月１日
　至 平成22年８月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成22年12月１日
　至 平成23年８月31日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益 371,367 122,465

減価償却費 110,071 99,400

株式報酬費用 7,130 4,986

貸倒引当金の増減額（△は減少） 1,546 △1,646

プログラム保証引当金の増減額(△は減少) △1,386 △101

受注損失引当金の増減額（△は減少） △1,906 485

賞与引当金の増減額（△は減少） 255,170 320,792

退職給付引当金の増減額（△は減少） 9,742 △1,438

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） 25,832 △23,693

受取利息及び受取配当金 △110,752 △99,763

支払利息 1,676 1,278

固定資産除売却損益（△は益） － 43

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 － 15,517

投資有価証券売却損益（△は益） － △49,481

投資有価証券評価損益（△は益） － 49,440

投資有価証券清算損益(△は益) 8,333 －

投資有価証券償還損益（△は益） △158,920 △8,147

過年度損益修正損益(△は益) 32,600 －

売上債権の増減額（△は増加） 539,779 333,404

たな卸資産の増減額（△は増加） △128,210 △570,603

仕入債務の増減額（△は減少） △25,345 12,541

未払賞与の増減額（△は減少） △560,617 △498,345

その他の資産の増減額（△は増加） △114,303 94,684

その他の負債の増減額（△は減少） 64,806 △21,122

その他 65,043 31,805

小計 391,658 △187,498

利息及び配当金の受取額 122,127 114,478

利息の支払額 △2,304 △1,786

法人税等の支払額又は還付額（△は支払） △18,426 △255,434

営業活動によるキャッシュ・フロー 493,055 △330,240
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(単位：千円)

前第３四半期連結累計期間
(自 平成21年12月１日
　至 平成22年８月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成22年12月１日
　至 平成23年８月31日)

投資活動によるキャッシュ・フロー

定期預金の預入による支出 △20,000 △20,000

定期預金の払戻による収入 20,000 20,000

有価証券の取得による支出 － △300,255

有価証券の償還による収入 800,000 1,600,000

有形固定資産の取得による支出 △9,440 △6,656

無形固定資産の取得による支出 △45,938 △122,423

投資有価証券の償還による収入 － 505,250

投資有価証券の取得による支出 － △405,400

投資有価証券の売却による収入 － 166,822

長期預金の預入による支出 △363,640 －

長期預金の払戻による収入 － 164,540

貸付金の回収による収入 814 712

敷金の差入による支出 △1,995 △12,921

敷金の回収による収入 210 3,130

保険積立金の積立による支出 △3,639 △145,604

保険積立金の解約による収入 25,407 －

その他投資による支出 △21,071 －

その他 44,439 42,940

投資活動によるキャッシュ・フロー 425,146 1,490,135

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入れによる収入 390,000 460,000

短期借入金の返済による支出 △306,553 △361,000

自己株式の取得による支出 △197,618 △72

ファイナンス・リース債務の返済による支出 △48,379 △43,855

配当金の支払額 △530,425 △515,664

財務活動によるキャッシュ・フロー △692,977 △460,591

現金及び現金同等物に係る換算差額 △13,583 △1,738

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 211,640 697,563

現金及び現金同等物の期首残高 2,870,280 2,983,581

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※
 3,081,921

※
 3,681,145

EDINET提出書類

株式会社ジャステック(E04834)

四半期報告書

25/37



【四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更】

　

　

 

当第３四半期連結累計期間
(自　平成22年12月１日
至　平成23年８月31日)

 

会計処理基準に関する事
項の変更
 

 

「資産除去債務に関する会計基準」等の適用

第１四半期連結会計期間より、「資産除去債務に関する会計基準」(企業会計基準

第18号　平成20年３月31日)および「資産除去債務に関する会計基準の適用指針」(企

業会計基準適用指針第21号　平成20年３月31日)を適用しております。

これにより、当第３四半期連結累計期間の営業利益および経常利益は948千円、税金

等調整前四半期純利益は16,465千円減少しております。また、当会計基準等の適用開始

による資産除去債務の変動額は34,524千円であります。

　

【表示方法の変更】

　
当第３四半期連結累計期間

(自  平成22年12月１日  至  平成23年８月31日)

(四半期連結損益計算書関係)

１　前第３四半期連結累計期間において、営業外費用の「その他」に含めていた「投資組合費」は、営業外費用総

額の100分の20を超えたため、当第３四半期連結累計期間では区分掲記することとしております。なお、前第３

四半期連結累計期間の営業外費用の「その他」に含まれる「投資組合費」は8,795千円であります。

２　「連結財務諸表に関する会計基準」(企業会計基準第22号　平成20年12月26日)に基づく「財務諸表等の用語、

様式及び作成方法に関する規則等の一部を改正する内閣府令」(平成21年３月24日　内閣府令第５号)の適用

により、当第３四半期連結累計期間では、「少数株主損益調整前四半期純利益」の科目を表示しております。

　

当第３四半期連結会計期間
(自  平成23年６月１日  至  平成23年８月31日)

(四半期連結損益計算書関係)

１　前第３四半期連結会計期間において、営業外費用の「その他」に含めていた「投資組合費」は、営業外費用総

額の100分の20を超えたため、当第３四半期連結会計期間では区分掲記することとしております。なお、前第３

四半期連結会計期間の営業外費用の「その他」に含まれる「投資組合費」は4,322千円であります。

２　「連結財務諸表に関する会計基準」(企業会計基準第22号　平成20年12月26日)に基づく「財務諸表等の用語、

様式及び作成方法に関する規則等の一部を改正する内閣府令」(平成21年３月24日　内閣府令第５号)の適用

により、当第３四半期連結会計期間では、「少数株主損益調整前四半期純損失(△)」の科目を表示しておりま

す。

　

【簡便な会計処理】

　

　

 

当第３四半期連結累計期間
(自　平成22年12月１日
至　平成23年８月31日)

 

繰延税金資産および繰延
税金負債の算定方法

繰延税金資産の回収可能性の判断については、前連結会計年度末以降に経営環境等

に著しい変化がなく、かつ、一時差異等の発生状況に著しい変化がないと認められる場

合には、前連結会計年度決算において使用した将来の業績予測やタックス・プランニ

ングを利用する方法によっております。

また、前連結会計年度末以降に経営環境等に著しい変化があるか、または、一時差異

等の発生状況に著しい変化が認められた場合には、前連結会計年度決算において使用

した将来の業績予測やタックス・プランニングに当該著しい変化の影響を加味したも

のを利用する方法によっております。
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【注記事項】

(四半期連結貸借対照表関係)

　
当第３四半期連結会計期間末
(平成23年８月31日)

前連結会計年度末
(平成22年11月30日)

※１　有形固定資産から直接控除した減価償却累計額は　
　235,970千円であります。

※１　有形固定資産から直接控除した減価償却累計額は
225,245千円であります。　

※２　非連結子会社に対するものは、次のとおりでありま
す。
投資有価証券　　　　　　　　　　10,000千円

※２　非連結子会社に対するものは、次のとおりでありま
す。
投資有価証券　　　　　　　　　　10,000千円

※３　損失が見込まれる請負契約に係るたな卸資産と受
注損失引当金は、相殺せずに両建てで表示してお
ります。

損失の発生が見込まれる請負契約に係るたな卸資
産のうち、受注損失引当金に対応する額は44,754
千円であります。

※３　損失が見込まれる請負契約に係るたな卸資産と受
注損失引当金は、相殺せずに両建てで表示してお
ります。

損失の発生が見込まれる請負契約に係るたな卸資
産のうち、受注損失引当金に対応する額は10,348
千円であります。

　

(四半期連結損益計算書関係)

第３四半期連結累計期間

　
 

前第３四半期連結累計期間
(自　平成21年12月１日
至　平成22年８月31日)

 

当第３四半期連結累計期間
(自　平成22年12月１日
至　平成23年８月31日)

※１　販売費及び一般管理費の主要な費目及び金額は次の
とおりであります。

　役員報酬 86,543千円

　給料及び賞与 728,929千円

　福利厚生費 102,969千円

　支払手数料 106,752千円

　役員退職慰労引当金繰入額 25,832千円

　退職給付費用 42,303千円
 

※１　販売費及び一般管理費の主要な費目及び金額は次
のとおりであります。

　役員報酬 80,866千円

　給料及び賞与 551,261千円

　福利厚生費 91,313千円

　支払手数料 117,560千円

　役員退職慰労引当金繰入額 22,022千円

　退職給付費用 30,355千円
 

※２　過年度損益修正損の内訳は、次のとおりであります。
過年度売上原価修正損　　　　　　　32,600千円

　

　
第３四半期連結会計期間

　
 

前第３四半期連結会計期間
(自　平成22年６月１日
至　平成22年８月31日)

 

当第３四半期連結会計期間
(自　平成23年６月１日
至　平成23年８月31日)

※１　販売費及び一般管理費の主要な費目及び金額は次の
とおりであります。

　役員報酬 27,349千円

　給料及び賞与 313,403千円

　福利厚生費 42,739千円

　支払手数料 34,406千円

　役員退職慰労引当金繰入額 7,076千円

　退職給付費用 18,518千円
 

※１　販売費及び一般管理費の主要な費目及び金額は次
のとおりであります。

　役員報酬 26,222千円

　給料及び賞与 185,120千円

　福利厚生費 29,839千円

　支払手数料 39,508千円

　役員退職慰労引当金繰入額 7,160千円

　退職給付費用 9,627千円
 

※２　過年度損益修正損の内訳は、次のとおりであります。
過年度売上原価修正損　　　　　　　32,600千円
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(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

　

前第３四半期連結累計期間
(自  平成21年12月１日
至  平成22年８月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自  平成22年12月１日
至  平成23年８月31日)

※  現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸

借対照表に掲記されている科目の金額との関係

現金及び預金勘定 1,383,048千円

有価証券勘定 3,517,352千円

計 4,900,400千円

預入期間が３ヶ月を超える
定期預金

△30,000千円

株式及び償還期間が３ヶ月を超え
る債券等

△1,788,479千円

現金及び現金同等物 3,081,921千円

※  現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸

借対照表に掲記されている科目の金額との関係

現金及び預金勘定 942,135千円

有価証券勘定 4,532,055千円

計 5,474,190千円

預入期間が３ヶ月を超える
定期預金

△191,460千円

株式及び償還期間が３ヶ月を超え
る債券等

△1,601,585千円

現金及び現金同等物 3,681,145千円

　

(株主資本等関係)

当第３四半期連結会計期間末(平成23年８月31日)

及び当第３四半期連結累計期間(自  平成22年12月１日  至  平成23年８月31日)

１  発行済株式に関する事項

株式の種類
当第３四半期

連結会計期間末(株)

普通株式 18,287,000

　

２  自己株式に関する事項

株式の種類
当第３四半期

連結会計期間末(株)

普通株式 1,053,496

　

３  新株予約権等に関する事項

区分 新株予約権の内訳
当第３四半期

連結会計期間末残高
(千円)

提出会社(親会社)
ストックオプション
としての新株予約権

36,648

合計 36,648

　

４  配当に関する事項

　配当金支払額

決議 株式の種類 配当の原資
配当金の総額
(千円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日

平成23年２月24日
定時株主総会

普通株式 利益剰余金 517,009 30平成22年11月30日 平成23年２月25日
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(セグメント情報等)

【事業の種類別セグメント情報】

前第３四半期連結会計期間(自  平成22年６月１日  至  平成22年８月31日)

　
ソフトウエア
開発事業
(千円)

システム
販売事業
(千円)

計(千円)
消去又は
全社(千円)

連結(千円)

売上高 　 　 　 　 　

　(1) 外部顧客に
　　　対する売上高

1,837,93843,3721,881,310 ― 1,881,310

　(2) セグメント間の内部
　　　売上高又は振替高

─ ─ ─ ─ ―

計 1,837,93843,3721,881,310 ─ 1,881,310

営業損失(△) △52,309 △44,959 △97,269 ─ △97,269

(注) １　事業区分の方法

　　事業の種類別セグメントは、(社)情報サービス産業協会が公表した「情報サービス産業における有価証券報告

書の記載モデル」に基づいております。

２　各事業の主な内容

(1)　ソフトウエア開発事業

請負契約および準委任契約に基づき、特定のユーザー向けに情報システムの企画提案から要件定義、開発・

構築、運用に至るまでのシステム構築に係わる一切を総合したソフトウエア製品の製造販売を行う事業で

あります。

(2)　システム販売事業

不特定多数のユーザー向けに開発したソフトウエア製品の販売を行う事業であります。

　

前第３四半期連結累計期間(自  平成21年12月１日  至  平成22年８月31日)

　
ソフトウエア
開発事業
(千円)

システム
販売事業
(千円)

計(千円)
消去又は
全社(千円)

連結(千円)

売上高 　 　 　 　 　

　(1) 外部顧客に
　　　対する売上高

5,938,581154,4976,093,078 ― 6,093,078

　(2) セグメント間の内部
　　　売上高又は振替高

─ ─ ─ ─ ―

計 5,938,581154,4976,093,078 ─ 6,093,078

営業利益又は営業損失(△) 171,813△126,384 45,428 ─ 45,428

(注) １　事業区分の方法

　　事業の種類別セグメントは、(社)情報サービス産業協会が公表した「情報サービス産業における有価証券報告

書の記載モデル」に基づいております。

２　各事業の主な内容

(1)　ソフトウエア開発事業

請負契約および準委任契約に基づき、特定のユーザー向けに情報システムの企画提案から要件定義、開発・

構築、運用に至るまでのシステム構築に係わる一切を総合したソフトウエア製品の製造販売を行う事業で

あります。

(2)　システム販売事業

不特定多数のユーザー向けに開発したソフトウエア製品の販売を行う事業であります。
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【所在地別セグメント情報】

前第３四半期連結会計期間(自  平成22年６月１日  至  平成22年８月31日)

　
日本
(千円)

米国
(千円)

仏国
(千円)

計(千円)
消去又は全社
(千円)

連結
(千円)

売上高 　 　 　 　 　 　

　(1) 外部顧客に
　　　対する売上高

1,839,1036,507 35,6991,881,310 ― 1,881,310

　(2) セグメント間の内部
　　　売上高又は振替高

─ ─ 3,018 3,018 (3,018) ―

計 1,839,1036,507 38,7181,884,329(3,018)1,881,310

営業損失(△) △52,025△33,471△11,771△97,269 ─ △97,269

　

前第３四半期連結累計期間(自  平成21年12月１日  至  平成22年８月31日)

　
日本
(千円)

米国
(千円)

仏国
(千円)

計(千円)
消去又は全社
(千円)

連結
(千円)

売上高 　 　 　 　 　 　

　(1) 外部顧客に
　　　対する売上高

5,942,07720,163130,8376,093,078 ― 6,093,078

　(2) セグメント間の内部
　　　売上高又は振替高

─ ─ 9,313 9,313 (9,313) ―

計 5,942,07720,163140,1516,102,391(9,313)6,093,078

営業利益又は営業損失(△) 171,560△96,870△29,261 45,428 ─ 45,428

　

　

【海外売上高】

前第３四半期連結会計期間(自　平成22年６月１日　至　平成22年８月31日)及び前第３四半期連結累計

期間(自　平成21年12月１日　至　平成22年８月31日)

海外売上高が、連結売上高の10％未満であるため、記載を省略しております。
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【セグメント情報】

(追加情報)

第１四半期連結会計期間より「セグメント情報等の開示に関する会計基準」(企業会計基準第17号  平

成21年３月27日)および「セグメント情報等の開示に関する会計基準の適用指針」(企業会計基準適用指針

第20号  平成20年３月21日)を適用しております。

　

１  報告セグメントの概要

当社の企業集団の報告セグメントは、企業集団の構成単位のうち分離された財務情報が入手可能であ

り、取締役会が経営資源の配分の決定および業績を評価するために、定期的に報告および検討を行う対象

となっているものであります。

　当社の企業集団は、当社が営むソフトウエア開発事業（請負契約および準委任契約に基づき、特定の

ユーザー向けに情報システムの企画提案から要件定義、開発・構築、運用に至るまでのシステム構築に係

わる一切を統合したソフトウエア製品の製造販売を行う事業）および主として海外子会社が営むシステ

ム販売事業（不特定のユーザー向けに開発したソフトウエア製品の販売を行う事業）の２事業で業績を

評価しており、従って「ソフトウエア開発事業」および「システム販売事業」を報告セグメントとして

おります。

　

２  報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

当第３四半期連結累計期間(自  平成22年12月１日  至  平成23年８月31日)

　 　 　 　 (単位：千円)

　

報告セグメント

合計
ソフトウェア
開発事業

システム
販売事業

計

売上高 　 　 　 　

  外部顧客への売上高 5,828,076151,6775,979,7545,979,754

  セグメント間の内部売上高
  又は振替高

― ― ― ―

計 5,828,076151,6775,979,7545,979,754

セグメント利益
又はセグメント損失(△)

164,137△131,816 32,321 32,321

(注)　報告セグメントの合計額と四半期連結損益計算書計上額との間に差異はありません。
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当第３四半期連結会計期間(自  平成23年６月１日  至  平成23年８月31日)

　 　 　 　 (単位：千円)

　

報告セグメント

合計
ソフトウェア
開発事業

システム
販売事業

計

売上高 　 　 　 　

  外部顧客への売上高 1,860,36342,4481,902,8111,902,811

  セグメント間の内部売上高
  又は振替高

― ― ― ―

計 1,860,36342,4481,902,8111,902,811

セグメント利益
又はセグメント損失(△)

68,885 △50,684 18,200 18,200

(注)　報告セグメントの合計額と四半期連結損益計算書計上額との間に差異はありません。

　

３  報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

該当事項はありません。
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(１株当たり情報)

１  １株当たり純資産額
　

当第３四半期連結会計期間末
(平成23年８月31日)

前連結会計年度末
(平成22年11月30日)

１株当たり純資産額 670円96銭
　

１株当たり純資産額 703円20銭
　

　
２．１株当たり四半期純利益金額等

第３四半期連結累計期間
　
 

前第３四半期連結累計期間
(自　平成21年12月１日
至　平成22年８月31日)

 

当第３四半期連結累計期間
(自　平成22年12月１日
至　平成23年８月31日)

１株当たり四半期純利益 7.35円

潜在株式調整後１株当たり四半期純利益 7.35円

１株当たり四半期純利益 0.25円

潜在株式調整後１株当たり四半期純利益 0.25円

　

(注)  １株当たり四半期純利益及び潜在株式調整後１株当たり四半期純利益の算定上の基礎

項目
前第３四半期連結累計期間
(自  平成21年12月１日
至  平成22年８月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自  平成22年12月１日
至  平成23年８月31日)

１株当たり四半期純利益 　 　

　四半期純利益 127,522千円 4,311千円

　普通株主に帰属しない金額 ─ 千円 ─ 千円

　普通株式に係る四半期純利益 127,522千円 4,311千円

　普通株式に係る期中平均株式数 17,351,216株 17,233,568株

　 　 　

潜在株式調整後１株当たり四半期純利益 　 　

　四半期純利益調整額 ─ 千円 ─ 千円

　普通株式増加額 500株 1,753株

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整後１株
当たり四半期純利益の算定に含まれなかった潜在
株式の概要

新株予約権の目的となる
種類：普通株式
新株予約権の目的となる
株式の総数：
          2,195,900株

新株予約権の目的となる
種類：普通株式
新株予約権の目的となる
株式の総数：
         1,742,747株

　

EDINET提出書類

株式会社ジャステック(E04834)

四半期報告書

33/37



　

第３四半期連結会計期間

　
 

前第３四半期連結会計期間
(自　平成22年６月１日
至　平成22年８月31日)

 

当第３四半期連結会計期間
(自　平成23年６月１日
至　平成23年８月31日)

１株当たり四半期純利益 1.07円

なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益について
は、希薄化効果を有している潜在株式が存在しないため
記載しておりません。
 

１株当たり四半期純損失(△) △0.30円

なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益について
は、１株当たり四半期純損失であるため記載しておりま
せん。
 
 

　

(注)  １株当たり四半期純利益又は１株当たり四半期純損失及び潜在株式調整後１株当たり四半期純利益の算定上の

基礎

項目
前第３四半期連結会計期間
(自  平成22年６月１日
至  平成22年８月31日)

当第３四半期連結会計期間
(自  平成23年６月１日
至  平成23年８月31日)

１株当たり四半期純利益
又は１株当たり四半期純損失

　 　

　四半期純利益又は四半期純損失(△) 18,364千円 △5,170千円

　普通株主に帰属しない金額 ─ 千円 ─ 千円

　普通株式に係る四半期純利益
又は四半期純損失(△)

18,364千円 △5,170千円

　普通株式に係る期中平均株式数 17,233,673株 17,233,524株

　 　 　

潜在株式調整後１株当たり四半期純利益 　 　

　四半期純利益調整額 ─ 千円 ─ 千円

　普通株式増加額 ─ 株 ― 株

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整後１株
当たり四半期純利益の算定に含まれなかった潜在
株式の概要

新株予約権の目的となる
種類：普通株式
新株予約権の目的となる
株式の総数：
           2,196,400株

―――――

　

２ 【その他】

該当事項はありません。

　

EDINET提出書類

株式会社ジャステック(E04834)

四半期報告書

34/37



第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書

　
平成22年10月４日

株式会社ジャステック

取締役会  御中

　

有限責任監査法人トーマツ

　

指定有限責任社員
業務執行社員

　 公認会計士   原    田    誠    司    印

　

指定有限責任社員
業務執行社員

　 公認会計士   飯    塚          智    印

　

　
当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式

会社ジャステックの平成21年12月１日から平成22年11月30日までの連結会計年度の第３四半期連結会計期間

(平成22年６月１日から平成22年８月31日まで)及び第３四半期連結累計期間(平成21年12月１日から平成22

年８月31日まで)に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書及び四

半期連結キャッシュ・フロー計算書について四半期レビューを行った。この四半期連結財務諸表の作成責任

は経営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から四半期連結財務諸表に対する結論を表明することにあ

る。

当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レ

ビューを行った。四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対し

て実施される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正

妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行わ

れた。

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正

妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社ジャステック及び連結子会社の平成

22年８月31日現在の財政状態、同日をもって終了する第３四半期連結会計期間及び第３四半期連結累計期間

の経営成績並びに第３四半期連結累計期間のキャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせ

る事項がすべての重要な点において認められなかった。

　
会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

　
以  上

　
 

(注) １  上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報

告書提出会社)が別途保管しております。

２  四半期連結財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書

　
平成23年10月４日

株式会社ジャステック

取締役会　御中

　

有限責任監査法人トーマツ

　

指定有限責任社員
業務執行社員

　 公認会計士　原　田　　誠　司　　印

　

指定有限責任社員
業務執行社員

　 公認会計士　飯　塚　　　　智　　印

　

　
当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式

会社ジャステックの平成22年12月１日から平成23年11月30日までの連結会計年度の第３四半期連結会計期間

(平成23年６月１日から平成23年８月31日まで)及び第３四半期連結累計期間(平成22年12月１日から平成23

年８月31日まで)に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書及び四

半期連結キャッシュ・フロー計算書について四半期レビューを行った。この四半期連結財務諸表の作成責任

は経営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から四半期連結財務諸表に対する結論を表明することにあ

る。

当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レ

ビューを行った。四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対し

て実施される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正

妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行わ

れた。

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正

妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社ジャステック及び連結子会社の平成

23年８月31日現在の財政状態、同日をもって終了する第３四半期連結会計期間及び第３四半期連結累計期間

の経営成績並びに第３四半期連結累計期間のキャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせ

る事項がすべての重要な点において認められなかった。

　
会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

　
以　上

　
 

(注) １　上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報告

書提出会社)が別途保管しております。

２　四半期連結財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。
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